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１．行政サービスのDXについて

意見 市の考え方

デジタル人材の確保も課題であり、行政運営全体の質の向上において施策を進めてほし

い。

ご意見の「デジタル人材の確保」については、課題と認識しています。そのため、本計

画P6の「推進体制の基本方針」に記載しているとおり、DXの推進にあたっては、デジ

タル人材の確保や育成に努めるほか、県や民間等との連携などを図っていきたいと考え

ています。

２．自治体運営のDXについて

意見 市の考え方

組織・体制は課題である。縦割り構造が、DXを推進する上で、障壁となる場合もあ

る。他の部署との連携、情報共有を取りながら施策を進めてほしい。「人材・スキル」

「組織・体制」「予算・システム」これらは、自治体の課題であるが、目標を掲げこれ

まで以上に推し進めてほしい。

ご意見の「組織・体制」等については、課題と認識しています。そのため、本計画P7

の「推進体制の構成」に記載しているとおり、他の部署との連携や情報共有を図りなが

ら進めていきたいと考えています。

また、各取組みについては、可能な限り数値目標を掲げ、その目標の達成状況について

は、本市の行政評価制度により評価を行い、改善などを行っていきたいと考えていま

す。

３．文化財のDXについて

意見 市の考え方

・地域の公民館などが、老朽化し建てなおされている。私の住む地域の公民館も老朽化

していて、地域役員の方が、荷物整理などをされている際、地域の歴史・文化の残され

た資料(戦前、戦中)が、紙媒体で多く出ていると聞く。貴重な資料かもしれないので、

捨てることもできず、残しているという。そこで考えると、本市の各地域の文化資料を

残すには、デジタルでの記録、データベースの構築の蓄積ができないだろうか?本市で

あれば、教育委員会管轄の文化財保護担当や近代図書館などとも連携して、地域のデー

タベースの構築の蓄積、蓄積した資料のデータをインターネットや文化施設等で、地域

住民や研究者などへ情報を還元できると考えられる。そうなると新たな文化交流が生ま

れるのではないのか。

・本市は、歴史的にみても素晴らしい文化財を多く保有している。蓄積している文化財

データをデジタルで記録、データベースの構築、蓄積は課題であり、それらを発信して

いくことも重要であると考える。データのデジタル化によりアーカイブとしての利便性

の向上もなお一層進むと思われる。そのうえ、デジタル画像を文化資産として捉える

と、映像やWeb等利活用も考えられる。そこに新たなビジネスチャンスも生まれるので

はないのか?例えば、本市のこれまでの紙媒体として保存されていた文化財資料をデジ

タル文化財マップとして起こし、ひとつの観光資源として活用できる可能性もあると考

える。最初から、大きなことはできないが、小さなことから始めて体験を積んでいくこ

と、スモールスタートが重要なのではないのか?それが、成功体験へとつながると考え

る。「文化財のDX化」を未来投資の一つとして考えて、始めていくことに意義がある

と思う。これまでの行政サービスのDX化と地域DX化に、「地域の文化・歴史の掘り起

こしと文化財のデータベースの構築と蓄積」などを施策に新たに付け加えられないか。

ご意見の「文化財のDX化」や「地域の文化・歴史の掘り起こしと文化財のデータベー

スの構築と蓄積」については、市役所の関係部署とも協議を行い、本計画に位置づけ、

実施するよう、前向きに検討していきたいと考えています。

４．企業等のＤＸ推進のための支援について

意見 市の考え方

市内には情報システム担当者が一人しかいない、あるいは兼務している中小企業も多

く、セキュリティ対策やクラウド移行、AI活用といった課題に直面しながらも、専門家

に相談できる機会がないという実情があります。

計画では唐津市DXイノベーションセンターの実績も踏まえているとのことですが、企

業の情報システム担当者同士が気軽に横のつながりを持ちながら、専門家にも相談でき

る定期的な交流・相談の場の設置を検討いただければと思います。

他社の取り組みについては、ベンダーやメーカーを通じた情報よりも担当者同士の生の

声のほうがはるかに参考になります。情報システム部門のつながりを広げることで、地

域にさまざまなイノベーションが生まれることを期待しております。具体的には、以下

のような形が考えられます。

・月1回程度の「情報システム担当者交流会」を市またはDXイノベーションセンター主

催で開催する。

・情報政策アドバイザー等の外部人材を活用し、個別相談の機会も設ける。

・交流会で出た事例や課題をまとめ、地域全体で知見を共有できる仕組みにする。

企業のDX支援においては、大企業向けセミナーではなく、市内中小企業の担当者が

「ちょっと聞いてみよう」と思えるような敷居の低さが重要です。また、高度な専門知

識を前提とした内容ではなく、「自社でも取り組めるかもしれない」と担当者のやる気

を引き出すような企画を心がけていただけると、より実効性が高まると考えます。

本計画の推進体制にある「県・民間等との連携」の観点からも、こうした場の創出を重

点取組に位置づけていただくことが、地域全体のDX底上げにつながると確信しており

ます。

ご意見の「企業の情報システム担当者同士の定期的な交流の場や相談の場の設置」につ

いては、市役所の関係部署とも協議を行い、本計画に位置づけ、実施するよう、前向き

に検討していきたいと考えています。

５．本計画の字句の修正について

意見 市の考え方

本計画P9の重点取組分野と主な取組の(2)本市の重点取組分野の2行目の部分「『地域

DX』の推進を新たなに追加し」について、「『地域DX』の推進を新たに追加し」が正

しい表現では。

ご意見のとおり記載誤りです。「『地域DX』の推進を新たに追加し」へ修正します。

※いただいたご意見については、具体的な検討をする際の参考とさせていただきます。
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